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第13章 方法書に対する意見、見解等 

 

13.1  方法書説明会の開催状況、質疑、意見の概要及び事業者の見解 

13.1.1 方法書説明会の開催状況 

方法書説明会は表 13.1-1に示す日時で計４回開催しました。 

 

表 13.1-1 方法書に関する説明会の開催結果 

回 開催日時 会場 参加人数 

第１回 
令和４年６月４日（土） 

18:30～20:00 

旭公会堂 

（旭区鶴ケ峰１丁目４番地 12） 
23名 

第２回 
令和４年６月５日（日） 

19:15～21:00 

瀬谷区民文化センター 

（瀬谷区瀬谷４丁目４番地10） 
41名 

第３回 
令和４年６月９日（木） 

19:15～21:05 

瀬谷区民文化センター 

（瀬谷区瀬谷４丁目４番地10） 
45名 

第４回 
令和４年６月10日（金） 

18:30～19:45 

旭公会堂 

（旭区鶴ケ峰１丁目４番地 12） 
6名 

合計 115名 
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13.1.2 方法書説明会における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

各開催日の質疑、意見の概要及び事業者の説明は、表 13.1-2～表 13.1-5に示すとおりです。 

整理に当たっては、発言順とし、項目欄を設けました。 

 

表 13.1-2 (1）説明会（第１回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ａ そ
の
他 

事業主体である博覧会協会の組織体制

について、土地区画整理事業を行う横

浜市都市整備局や公園整備事業を行う

横浜市環境創造局との連携はどうなっ

ているのか。職員はどこから来ている

のか、人数も教えてほしい。 

本博覧会協会の役員は監事も入れて24名、会長

は日本経済団体連合会会長の十倉雅和である。

事務を行う職員は約70名である。職員は民間、

横浜市、神奈川県からの出向者で構成されてお

り、関連事業の実施主体とは常日頃から連携を

図りながら進めている。 

植
栽
管
理 

園芸博覧会なので様々なところから外

来種の植物が持ち込まれると思うが、

現地に残さない方法について教えてほ

しい。 

本博覧会協会としては、在来種への影響を考慮

し、ガイドライン等を作成して出展国等にしっ

かり周知を行う。 

関係法令等により閉鎖空間での管理等が必要な

ものに対しても適切に対応をする。また、展示

植物の多くは、種子が結実する前に植え替え

し、撤去することになる。 

Ｂ 輸
送
計
画 

シャトルバスの運行について、どこか

らどのくらいの頻度で運行予定なの

か。それによる交通渋滞は起こらない

のか。 

会場の南側には相鉄線、北側には東急田園都市

線、JR横浜線、西側には小田急江ノ島線があ

る。シャトルバスの運行については、これら近

傍の鉄道駅を中心に発着場所の検討を進めてお

り、定時性や速達性等も考慮し、場所とルート

等を選定して、準備書で予測評価する。 

事
業
計
画 

会場南側に住宅があるが、光や騒音の

対策はどのようなことを考えているの

か。 

近隣住宅や市民の森等に考慮して、これらに隣

接する場所では、光や騒音等による影響が想定

されるイベント等は、できるだけ行わないよう

に検討する。また、参加国や企業等に対し、ガ

イドライン等を作成して周辺環境への影響をで

きるだけ回避、低減できるよう周知徹底を図

る。夜間も含め大きなイベント等を実施する場

合には、事前周知を徹底して、近隣の皆様のご

理解、ご協力が得られるよう努めていく。 

Ｃ 輸
送
計
画 

パ ー ク ア ン ド ラ イ ド （ 以 下 、

「P&R」）は概ね10km圏内だとすると

戸塚も含まれる。瀬谷は戸塚からかな

り遠く、渋滞する道路も多い。そこか

らシャトルバスが出たとしても定時運

行が難しいと考える。 

P&Rの説明図はあくまでイメージであり、具体的

な場所はこれから選定していく。P&Rの駐車場や

運行ルートの周辺への影響をできるだけ回避、

低減できるよう選定する。 
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表 13.1-2(2) 説明会（第１回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ｄ 事
業
計
画 

工事を予定している時間帯と博覧会の開場

時間を教えてほしい。 

工事時間は、基本は８時から17時を想定し

ている。詳細については、今後、関連事業

とも連携して、近隣の小学校等にも相談し

ながら調整していく。開催時間について

は、現時点では未定であり、今後の調整と

なる。 

植
栽
管
理 

植物検疫について、入国時の検疫以外にも

栽培地検疫が必要な植物がある。博覧会の

ために栽培地検疫が必要な植物や国はどの

くらいで、そのために必要な植物防疫官や

現地派遣費用はどうするのか。また、輸入

時の植物検疫に必要な防疫官はどうするの

か。博覧会の後、植物は廃棄やたい肥化す

るということだが、現地に再輸出するの

か。その場合の費用や責任の所在はどこに

あるのか。 

現時点で展示植物や出展国は未定である。

植物検疫の手続き等の詳細については今

後、植物防疫所など関係機関と調整してい

く。 

Ｅ そ
の
他 

工事中や博覧会開催中、撤去中の環境影響

評価を行うことについては配布資料に記載

されているが、撤去後の環境影響評価につ

いては配布資料に記載がない。市民として

は博覧会の実施により地域がどう変わって

いくのかに関心がある。撤去後はどのよう

に復旧するのか、博覧会が終わった後の環

境を知りたい。 

本博覧会実施後は、会場区域の大半は横浜

市の公園となる。土地区画整理事業で造成

し、公園整備事業で園路や植栽等の基盤整

備を行った後に、本博覧会会場は仮設施設

を中心に整備する。土地区画整理事業及び

公園整備事業については、別途、横浜市が

環境影響評価手続きを行っている。 

Ｆ そ
の
他 

園芸博の前に区画整理や公園整備でどの程

度、土地が改変されるのか。方法書ではど

の資料を見ればわかるのか。 

土地区画整理事業で造成し、公園整備事業

で園路や植栽等の基盤整備を行った後に、

本博覧会の会場整備を行う。関連事業の詳

細については、本博覧会の方法書には記載

していない。土地区画整理事業は環境影響

評価手続きが完了している。公園整備事業

も手続き中であり、両事業とも環境影響評

価の図書については、図書館等で閲覧でき

る。 

輸
送
計
画 

P&Rの発着点の候補地は、北側は町田市、相

模原市、西側は大和市にかかるように見え

るが、それぞれの候補地の市町村との連

携、調整はとれているのか。 

P&Rの発着点については、現在、候補地や

ルートを選定している段階であり、必要に

応じて、今後、関係者と調整を行うことに

なる。 

そ
の
他 

方法書の意見書の締め切りは６月27日であ

り、BIE申請は６月中とのことだが、BIE申

請に関する意見を出すことは出来るのか。 

今回の意見書の提出は、環境影響評価方法

書に対するものであり、BIE申請に関して

は意見を出していただくことはできない。 
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表 13.1-2 (3) 説明会（第１回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ｇ 環
境
影
響
評
価 

予測評価には、土地区画整理事業及び公

園整備事業の調査データを使うという説

明があった。土地区画整理事業の環境影

響評価手続きが始まった時には新交通が

あるという前提であったが、新交通が間

に合わないという大きな状況の変化があ

った。また、公園整備事業のエリア拡大

や、河川の南側の一部は開渠になるなど

の変更があった。博覧会では、どの様に

環境影響評価を実施するのか。 

土地区画整理事業及び公園整備事業では、事業

実施前の現況について調査した結果をもとに、

それぞれの事業を実施することによる影響の予

測評価を行う。本博覧会の環境影響評価では、

土地区画整理事業及び公園整備事業の予測評価

の結果をもとに、本博覧会による周辺環境等に

対する影響について予測評価を行うことにな

る。 

環
境
影
響
評
価 

環境影響評価項目で選定していない項目

が多いと思う。例えば工事中の建設機械

の稼働、工事用車両の走行の影響や開催

中の関係車両について、動物・植物・生

態系などで評価項目としなくてよいの

か。地域社会の交通混雑や歩行者の安全

についても、開催中の「施設の供用」が

非選定となっている。 

本博覧会の会場整備については、土地区画整理

事業による造成や公園整備事業による園路・植

栽等の基盤整備が終わった後に行うことにな

る。本博覧会の環境影響評価では、隣接する市

民の森、和泉川源流及び土地区画整理事業で創

出される生物生息空間等について、本博覧会に

よる影響を予測評価する。工事中の動物・植

物・生態系への影響については、「建設行為等

の実施」で選定している。 

開催中の交通混雑は「関係車両の走行」、工事

中と撤去中の交通混雑については「工事用車両

の走行」で選定している。 

Ｈ 環
境
影
響
評
価 

準備書でも説明会や意見を出せる場があ

るのか、もしくは公表するだけで終わる

のか。 

準備書でも公告・縦覧を行い、説明会を開催す

る。意見書の提出もできる。 

土
壌
汚
染 

上瀬谷通信基地跡地は鉛などの土壌汚染

がひどいと聞いている。土壌汚染の問題

の解決なしでこのまま進めるのか。土壌

汚染対策はどの段階で対応するつもりな

のか。 

土壌汚染については、横浜市が本博覧会の開催

までに土地区画整理事業において対策を実施す

ることとしている。また、本博覧会の会場整備

では大幅な土地改変はしない。何か対策が必要

な状況になった場合は、法令等に基づき適切に

対応する。 

Ｉ そ
の
他 

区域南東部は市民の森に隣接しており、

よく利用している。犬の散歩などに使っ

ている人もいる。工事が始まっても南東

部の道は立ち入り禁止にはならず通行す

ることは可能なのか。 

市民の森は会場区域外なので、基本的には散策

可能だと考える。会場区域に指定しているエリ

ア内や近傍で工事を実施する際は、一時的に通

行できない箇所もあるかもしれないが、その場

合は事前に周知する。 

そ
の
他 

和泉川の源流が３本ほどあるが、源流は

残されるのか、コンクリートでつぶされ

てしまうのか。 

土地区画整理事業及び公園整備事業では、和泉

川の源流部は保全する方針である。本博覧会の

開催期間中においてもそれらに影響が生じない

よう整備、開催していきたい。 
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表 13.1-3 (1) 説明会（第２回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ａ 土
壌
汚
染 

土壌汚染に関して記載がない（評価項目と

して選定していない）のはなぜか。 

土壌汚染については、横浜市が本博覧会の開
催までに土地区画整理事業において対策を実
施することとしている。また、本博覧会の会
場整備では大幅な土地改変はしない。したが
って、環境影響評価項目には選定していな
い。 

土
壌
汚
染 

戦時中に旧日本軍が旧上瀬谷通信施設跡地

に毒ガス弾を埋めており完全撤去されたと

の記録がどこにもないそうである。工事中

に毒ガス弾が出てきた場合の対応について

記載がない。 

本博覧会協会としては、毒ガスが埋められた

という事実は把握していない。工事中に対策

が必要となった場合は、法令等に基づき適切

に対応する。 

輸
送
計
画 

P&Rの駐車場は町田や戸塚、泉区あたりに

決まったのか。これらの地域でも環境への

影響が生じるので、その地域の住民への説

明会、及び輸送ルートにあたる地域住民へ

の説明会を行うべきではないか。 

会場から10km圏内にP&Rの駐車場を設置する予

定だが、具体的な場所については、今後の調

整となる。必要に応じて説明会等により、し

っかりと周知する。 

Ｂ そ
の
他 

環境影響評価というが、「生活環境影響」

という言葉を入れるべきだ。 

環境影響評価は横浜市の条例に基づき行って

おり、配布資料の中の「環境の保全及び創出

に向けた基本的な考え方」という中に、「安

心して快適に生活できる生活環境」及び「快

適な地域環境」と記載されている。 

そ
の
他 

当初、博覧会を開催するという話が出たと

きは、横浜市がやるということであった

が、一般社団法人が主体となっている。代

表理事の経団連会長が本日来ていないのは

おかしい。 

本日は、本博覧会協会を代表して、環境課長

が説明している。 

事
業
計
画 

予算について、７割以上が税金で賄われて

いるが、３割は民間からどのように集める

のか。当初や数年前よりも予算が増えてお

り、今後もまた予算が増加するのではない

か。 

建設費の1/3は民間からの出資であり、寄付等

により確保していくことを想定している。今

後の予算については精査している段階であ

り、運営費については、チケット収入などに

より確保していく。 

そ
の
他 

工事の業者選択はどうするのか、入札方式

で行うのか。誰の権限で行うのか。手続き

を透明化してほしい。 

本博覧会は国家的な事業であり、本博覧会協

会が行う工事に係る業者選定は、基本的に一

般競争入札やプロポーザルなどの公正な手続

きとなる。 

輸
送
計
画 

海軍道路を拡幅整備しただけでは、開催期

間の半年だけでなく長期にわたり大渋滞が

想定される。大渋滞になったら救急車も通

れない。歩行者通路も整備されていないと

ころが、瀬谷区にはたくさんある。博覧会

には乗用車で来場する方がかなり多く、年

配者も多いと想定される。 

基本的には公共交通の利用を促進する。環状

４号線の拡幅は、横浜市が将来のまちづくり

を視野に入れて土地区画整理事業で行う。本

博覧会では、八王子街道や瀬谷地内線なども

活用した輸送計画を考えていく。 
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表 13.1-3(2) 説明会（第２回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ｃ 事
業
計
画 

対象事業実施区域面積が約100haというの
は、半年の博覧会としては規模が大きすぎ
る。１千万人の半分の入場者数とし、規模
縮小とすることで輸送や交通渋滞の諸問題
が解決するのではないか。 

本博覧会は国際的なイベントであり、首都圏
には４千万人以上の居住者がいることを踏ま
え、１千万人の来場者は確保できると考え
る。多くの方が来場してもらえるよう魅力的
な博覧会にしていく。過去の博覧会の規模を
考慮すると、会場規模は妥当だと考える。 

Ⅾ 事
業
計
画 

入場者数を見直すべき。なぜ１千５百万人
なのか。新交通システムの状況が変わった
ことを踏まえての人数なのか。 

参加者数１千５百万人のうち、有料入場者数
は１千万人であり、ICTや地域連携などによる
参加者も含めて参加者数は１千５百万人とし
ている。ICTの活用など詳細はこれから検討し
ていく。新交通については、本博覧会の輸送
手段にはできないと承知しており、それに替
わる輸送計画にて準備書で予測評価する。 

そ
の
他 

防災の観点も必要。現在、旧上瀬谷通信施
設跡地は瀬谷駅周辺住民の広域避難場所で
あるため、工事中、開催中も避難場所の位
置は変えないでほしい。博覧会開催時に災
害が生じた場合に対応できるような土地利
用を考えてほしい。あるいは、会場の南側
は広域避難場所として使用できるようにし
てほしい。 

本博覧会の会場区域は、博覧会後には防災機
能を有する公園となる。博覧会開催時に災害
があった場合には、適切に地域支援できるよ
う検討したい。 

環
境
影
響
評
価 

環状４号線の沿道は、現状でも大きなトラ
ックが通ると揺れる。今後工事用車両の走
行やシャトルバスの運行により振動が増加
することが懸念される。具体的な数字を示
してほしい。測定機器の貸し出しをしてほ
しい。 

振動について、関連事業の予測評価を踏まえ
たうえで本博覧会の工事による影響を予測評
価し、どのような対策を行うか準備書で提示
したい。 

Ｅ 輸
送
計
画 

輸送計画について、相模鉄道に平行した都
市計画道路(三ツ境下草柳線)の工事が進ん
でいない。横浜市に催促してほしい。 

三ツ境下草柳線の一期地区については、横浜
市が整備を進めている。二期地区について
も、このような意見があったことを横浜市に
伝える。 

Ｆ 土
壌
汚
染 

土壌汚染は区画整理が対応し、博覧会は対
策後に着工とのことだが、土地区画整理事
業を実施する横浜市の部局の説明による
と、市による検証工程がない。もし土壌汚
染が残っており、事前調査がないまま開発
が進んでしまうと、土壌汚染が拡散してし
まう。地下水にも汚染が及ぶ。土壌汚染を
評価項目として選定して事前調査を行い、
内容を吟味したうえで対策を検討し直す工
程を入れていただきたい。博覧会開催後に
も、土壌汚染がないのか検証を行ってほし
い。 

土壌汚染については、横浜市が本博覧会の開
催までに土地区画整理事業において対策を実
施するものと認識している。また、本博覧会
の会場整備では大幅な土地改変はしない。何
か対策が必要な状況になった場合は、法令等
に基づき適切に対応する。ご意見があったこ
とは横浜市にも伝える。 
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表 13.1-3 (3) 説明会（第２回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ｇ 輸
送
計
画 

移動手段が新交通からバスになったが、シャ
トルバスのターミナルはどこにできるのか。 

シャトルバスの運行については、近傍の鉄道駅
を中心に発着場所の検討を進めており、定時性
や速達性等も考慮し、場所とルート等を選定し
ていく。 

そ
の
他 

現在でも海軍道路（環状４号線）が混んでい
る。上瀬谷小学校の交差点を土地区画整理事
業で早く改良してほしい。（中瀬谷消防出張
所の交差点は）十字路の交差点とし、右折車
線を設けてほしい。現在、瀬谷柏尾線が中学
校への通学ルートとなっているが、歩道もな
く危険である。上瀬谷に中学校を新設してほ
しい。 

環状４号線の交差点の改良については、横浜市
の土地区画整理事業での対応となるので、ご意
見があったことは伝える。中学校の新設につい
ても横浜市にご意見として伝える。 

Ｈ そ
の
他 

博覧会はなんのために行うのか。我々の生活
の中で、国際的な園芸文化の普及や花と緑の
あふれる暮らしの実現が可能なのか。誰が実
施を決めたのか教えてほしい。地域住民の里
山の緑の憩いの場としての利用が望ましいと
考えている。市民の声は全く届いていないと
感じている。 
一番最初に誘致の声をあげたのは、地元の市
議会議員や県会議員と聞いているが、選挙で
は問うていない。区民の声といっているの
は、一部の地権者が参加しているまちづくり
協議会の声であり、多くの住民には知らされ
ていない。 

政府に対し横浜市会から要請し、その後、市長
が正式に誘致を表明した。その後、横浜市の基
本構想（案）についての市民意見募集、国の検
討会での報告書についてのパブリックコメント
を行っている。今後も有識者や市民の皆様のご
意見を伺いながら計画を深度化していく。 

Ｃ
（
再
質
問
） 

輸
送
計
画 

交通問題を解消するためには、その3/4の750万
人くらいを目標とすれば、国際園芸博覧会の
最低基準を満たす会場規模となり、駐車場の
台数を考えても適切な人数ではないかと思
う。環境負荷も低減できる。１千５百万人を
目指すのであれば、半分はバーチャルで色ん
な方に見ていただくのはどうか。21世紀型の万
博というイメージで、振り切った形で実施す
ることを提案する。 

ご意見として承る。バーチャルの活用は、引き
続き、検討する。 

Ⅰ 事
業
計
画 

瀬谷区は生活環境が非常に悪い場所であり、
道路状況もかなり問題がある。旧上瀬谷基地
は、横浜市に残された最後の里山と言われて
いるが、自然環境を活かしながら、瀬谷区住
民の全体の利益になるような、持続可能な社
会を実現する開発でなければならないと思っ
ている。交通環境の悪さや、自然環境の問題
と併せて、コロナの状況も考慮して開催規模
を検討し、この後の瀬谷区の市民生活が本当
の意味で豊かになるように開発を行ってほし
い。 

市民の森や和泉川源流などの自然環境や、調整
池や相沢川の生物生息空間を保全し、活かしな
がら、環境への影響を回避、低減し、自然との
共生を目指した計画を進めていきたい。また、
コロナ禍で開催する場合には、ソーシャルディ
スタンスや感染対策をしっかり行って、安全で
安心できる開催を考えていく。 
本博覧会の開催は、多くの方々に自然との共生
についてご理解いただくとともに、花卉園芸な
どの地域産業の振興にも寄与するなど、市民生
活の豊かさにもつながると考える。 
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表 13.1-4(1) 説明会（第３回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ａ 事
業
計
画 

土地区画整理事業において、相沢川の区画
整理区域は全部蓋をして暗渠にするという
説明があった。博覧会では水辺を生かす環
境づくりを行うということだったが、具体
的にどのような環境づくりを行うのか。博
覧会が終わった後も暗渠とせず、その環境
を維持する予定なのか。 

相沢川については、効率的な土地利用のた
め、土地区画整理事業で一部を暗渠化する
ことになっているが、会場エリアにおいて
は、暗渠化するのではなく生物生息空間を
創出することになっている。その後の公園
整備事業や本博覧会でも保全して行くこと
になる。 

環

境

影

響
評
価 

相沢川は降雨時と晴天時で流量が全く異な
るので、晴天時だけでなく降雨時も調査を
きちんと行ってほしい。 

土地区画整理事業では降雨時と平常時の調
査を実施しており、本博覧会の環境影響評
価でも活用する。 

そ
の
他 

環状４号線を片側２車線にすると歩道は大
変狭くなって危険である。来園者が使用す
るなら広い歩道を確保してほしい。 

環状４号線は土地区画整備事業で拡幅整備
することになる。歩道についても十分に安
全を確保できる幅員が整備され、本博覧会
においても利用できると考えている。 

Ｂ 輸
送
計
画 

入場者数１千万人であり、単純計算で１日
５万人の入場者数となる。土日がピークに
なると予想されるが、それを処理できるの
か。 

輸送計画については、現在、検討を進めて
おり、定時性や速達性等も考慮し、輸送手
段やルート等を選定して、準備書で予測評
価する。 

輸
送
計
画 

現在でも周辺道路は朝の時間帯に渋滞して
おり、桜の時期には慢性的に渋滞してい
る。渋滞すると住民が使用している裏道ま
で入ってくる車があり、道路が狭いので交
通事故の増加が懸念される。 

来場者に対して生活道路を通らないよう、
周知するため、適切なルート選定や交通誘
導員の配置など、ハード・ソフト両面から
対策を検討する。交通混雑については、環
境影響評価項目に選定しており、準備書で
予測評価する。 

Ｃ 環
境
影
響
評
価 

土地区画整備事業の環境影響評価と博覧会
の環境影響評価は一部重複すると思うが、
どう整合性を取るのか。双方の関係を教え
てほしい。 

土地区画整理事業及び公園整備事業では、
事業実施前の現況について調査した結果を
もとに、それぞれの事業を実施することに
よる影響の予測評価を行う。本博覧会の環
境影響評価では、土地区画整理事業及び公
園整備事業の予測評価の結果を踏まえ、本
博覧会による周辺環境等に対する影響につ
いて予測評価を行うことになる。 

Ｄ 事

業

計
画 

博覧会は大赤字になると想定される。赤字
となった場合誰が負担するのか。 

運営については、赤字にならないよう検討
していく。 

そ
の
他 

このような計画でBIE認定は本当に秋に承
認されるのか。 

BIE申請については、政府が調整を進めてい
る。本博覧会協会としては、認定が得られ
ることを期待しており、必要な取り組みを
進めていく。 

そ
の
他 

園芸博開催と上瀬谷という土地のどちらが
先に決定したのか。 

返還に先立って横浜市会から政府に対し、
国際的なイベントを上瀬谷に誘致したいと
要請した。その後、当時の市長が上瀬谷に
園芸博を誘致することを表明した。どちら
が先ということではない。 
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表 13.1-4(2) 説明会（第３回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ｅ 事
業
計
画 

水辺を生かすということだが、相沢川の
上流部は暗渠になって、南側の公園に生
物生息空間を創出すると聞いている。現
在の川の流れではなく、作られた水辺と
いう認識でよいか。 

土地区画整理事業において、相沢川の地形を
生かした生物生息空間を創出することになっ
ている。本博覧会においては、その生物生息
空間を保全、活用していく。 

Ｆ 環
境
影
響
評
価 

環境影響評価手続きの中の審査会という
のは、内部審査機関なのか、外部組織な
のか。あるいは、両方が含まれるのか。 

審査会は外部の有識者等から構成された横浜
市の諮問機関である。 

環
境
影
響
評
価 

予測評価については初期値と比較して数
値的に示してほしい。 

予測評価の結果については、数値を含め準備
書でしっかりと提示したい。 

事
業
計
画 

工事時間や開催時間は、何時から何時ま
でか。夜間の照明等の影響も考えてほし
い。 

工事時間は８時から17時を想定しており、詳
細は近隣の小学校等とも相談して決定する。
夜間営業も検討しているが、住宅や生物生息
空間の隣接部では行わないなど周辺に配慮
し、照明などのガイドラインを作成し、出展
者にも遵守を徹底する。大きなイベントを開
催する際は周辺住民に周知してご理解をいた
だく。運営時間については、今後の検討とな
る。 

環
境
影
響
評
価 

生活環境の保全に関して、地質や水環
境、河川の汚染がなぜ評価項目になって
いないのか。 

土地区画整理事業では環境影響評価項目とし
て選定しているが、本博覧会では、大幅な土
地改変は行わないので土壌汚染は選定してい
ない。湧水を環境影響評価項目として選定し
ているが、河川の源流部であるため河川への
影響についても併せて見ていくこととしてい
る。 

環
境
影
響
評
価 

海軍道路沿いに居住しているが、今でも
大型トラックが通行すると振動がひど
い。期間中の資材を運搬する大型トラッ
クの走行による影響を考慮してほしい。 

工事用車両による影響については、騒音、振
動、大気質等を環境影響評価項目として選定
しており、影響を回避、低減できるように努
める。予測評価結果については準備書で提示
したい。 

Ｇ 事
業
計
画 

全体のロードマップを示してほしい。い
つどのような工事や調査を行うのか、全
体の工程を示してほしい。 

着工は令和６年を目指している。工事や調査
の時期など詳細は、環境影響評価手続きを進
めながら検討する。 

そ
の
他 

数年前にはテーマパークや配送センター
をつくると聞いていたが、その話はどう
なったのか。 

テーマパークや物流地区等の土地利用につい
ては、土地区画整理事業の中で検討してい
る。土地区画整理事業の環境影響評価手続き
は完了しており、横浜市と地権者等で調整を
進めている。 
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表 13.1-4(3) 説明会（第３回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ｈ そ
の
他 

市民の森をよく利用するが、工事中や公
園になる際にも市民の森は使えるのか。 

市民の森は会場区域外なので、基本的には散策可
能だと考える。会場区域に指定しているエリア内
や近傍で工事を実施する際は、一時的に通行でき
ない箇所もあるかもしれないが、その場合は事前
に周知する。 

事
業
計
画 

市民の森に隣接したエリアの既存樹林地
を保全し、会場計画を生物の生息空間に
適した空間や水辺空間の保全に変更して
いるということは、和泉川付近は公園に
なった後も自然環境を残してもらえると
いうことなのか。 

和泉川の源流部や、土地区画整理事業で創出した
生物生息空間については、公園整備事業や本博覧
会でも保全することになっている。 

Ｉ そ
の
他 

事業実施主体について、以前は横浜市だ
ったが、今回は協会が説明しているのは
なぜか。 

昨年11月に本博覧会協会が設立された。それまで
は横浜市で環境影響評価手続きを行っていたが、
本博覧会協会が事業承継している。 

そ
の
他 

説明者は氏名を名乗ってほしい。 （説明者、司会の氏名を再度紹介） 

輸
送
計
画 

自転車や徒歩で何人くらい来るのか教え
てほしい。 

交通手段等の具体的な計画は、今後の調整とな
る。 

事
業
計
画 

今回の計画で配置変更について説明して
ほしい。 

今回の配置変更については、本博覧会の会場内の
配置変更であり、計画段階配慮書の会場配置計画
からの変更点を示している。 

Ｊ 事
業
計
画 

事業費はいくらなのか。７割以上は税金
なのに横浜市が運営主体でないのはなぜ
か。 

事業費は、現時点で建設費320億円、運営費360億
円で試算しているが、引き続き精査する。 
本博覧会の運営は本博覧会協会で行うことになっ
ている。 

そ
の
他 

工事業者の選定は、誰の権限でどのよう
に行うのか。 

本博覧会は国家的な事業であり、本博覧会協会が
行う工事に係る業者選定は、基本的に一般競争入
札やプロポーザルなどの公正な手続きとなる。 

輸
送
計
画 

瀬谷区は道路整備が20年、30年遅れて歩
道がない道路もたくさんあり、今の道路
状態で園芸博はできない。大渋滞で仕事
に行けなくなったら保障してくれるの
か。誰が責任をとるのか。 

渋滞を回避、低減できるよう、輸送計画の検討を
進め、準備書で予測評価する。 

環
境
影
響
評
価 

環境影響の前に生活環境影響を考えてほ
しい。 

環境影響評価は横浜市の条例に基づき行ってお
り、配布資料の中の「環境の保全及び創出に向け
た基本的な考え方」という中に、「安心して快適
に生活できる生活環境」及び「快適な地域環境」
と記載されている。 
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表 13.1-4(4) 説明会（第３回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ｋ そ
の
他 

県営住宅の周辺は不法投棄、交通事故

が多い。どのような対策を考えている

か。 

開催期間中は、我々としても対応できるところ

はしっかり対応していきたい。横浜市とも連携

して検討したい。 

事
業
計
画 

地下水を使用するのか。ちゃんと水道

を引いてほしい。 

地下水の利用は考えていない。上水道の利用を

基本とする。雨水利用についても検討する。 

植
栽
管
理 

外来植物の拡散が心配である。外来種

のリストを出してほしい。 

現時点で展示植物や出展国は未定である。詳細

については、今後、関係機関と調整していく。 

Ｌ 環
境
影
響
評
価 

説明では交通混雑について評価項目に

選定しているとのことであった。調査

データは土地区画整理事業のものを使

用するということだが、土地区画整理

事業の際には新交通があるという前提

であったため、当初と状況が大きく異

なる。 

P&Rの駐車場を設置し、そこからシャト

ルバスを運行するという計画も、土地

区画整理事業の際には全くなかった話

である。より広域に調査を実施しない

と事業の影響が予測評価できないと思

う。 

現況を把握するため、土地区画整理事業の調査

データを用いることとしている。予測評価にあ

たっては、関連事業による複合的要因について

も加味して行う。P&Rの駐車場の選定は調整中

だが、主要な交差点は調査地点としており、事

業の影響は予測評価できる。 

輸
送
計
画 

新交通ができなくなったこと等を踏ま

えて、本当にこの地域で１千万人の来

場者数が受け入れられるのか。 

輸送計画については、現在、検討を進めてお

り、定時性や速達性等も考慮し、輸送手段やル

ート等を選定して、準備書で予測評価する。 

そ
の
他 

環境への影響が大きいとなれば、規模

や場所など計画そのものを見直す気は

あるのか。 

本博覧会の開催を前提として、環境影響評価の

手続きの中で、市民や審査会の意見を踏まえて

計画を改善していく。 

そ
の
他 

説明会が少なすぎる。会場の定員も少

ない。こうした説明会をもっと開催し

て、意見を募集し、本当にこの計画で

良いのか検討すべきだ。 

今回、説明会は４回開催している。定員は新型

コロナ感染症対策を考慮して設定した。本日の

配布資料や説明動画を事前に本博覧会協会のホ

ームページで公開し、多くの方々に知っていた

だけるよう工夫した。 
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表 13.1-5(1) 説明会（第４回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ａ 輸
送
計
画 

来場者の自家用車は、裏道も通ると思
う。環状４号線だけでなく裏道となる
生活道路への安全対策や調査も行って
ほしい。スクールゾーンもあり、自家
用車での来場は止めてほしい。 

輸送計画の詳細については、準備書で提示した
い。生活道路への流入がないよう、ルート選定
や誘導員の配置などハード・ソフト両面で対策
を検討する。スクールゾーンもあることを含
め、しっかり安全対策を検討する。 

輸
送
計
画 

戸塚の国有地（深谷通信所跡地）をP&R
の駐車場としてシャトルバスを出した
ら、生活道路を通らなくなり安全対策
になると思う。駐車場の場所として検
討してほしい。 

P&Rの駐車場については、候補地を選定中であ
る。周辺への影響も考慮し、適切なルートや候
補地を検討している。 

そ
の
他 

民有地の地権者に協力を得ているとい
うことだが、民有地以外にも57％が国
有地である。国民の土地で事業をやら
せてもらうということを肝に銘じてほ
しい。開催に当たっては、区民に迷惑
をかけないよう最善の方法を考えてほ
しい。 

国有地を活用することについては、しっかり肝
に銘じ、横浜市とも連携しながら進めていく。
周辺への影響をなるべく回避、低減できるよ
う、対策を考えていきたい。 

Ｂ 輸
送
計
画 

本日の横浜市長の定例記者会見で、フ
リージャーナリストが指摘していた
が、自家用車による来場見込み台数に
対して計画されている駐車場の台数が
少なく、不足しているということだっ
た。市長は、輸送計画は今後の検討と
述べているが、協会の認識と同じなの
か。協会は駐車場不足に対してどう対
処するのか。 

市長の発言にあったとおり、輸送計画について
は検討中であり、検討内容を踏まえて準備書で
予測評価する。基本的には公共交通の利用を第
一とし、鉄道駅からのシャトルバスの利用を柱
の一つと考えている。自家用車の利用もある
中、駐車場についてはP&Rなども検討したい。 

輸
送
計
画 

シャトルバスについて、大阪花の万博
では発着駅が７箇所だったが、本博覧
会では発着駅は何箇所を予定している
のか。 

シャトルバスの発着駅については、検討中であ
る。 

Ａ
（
再
質
問
） 

事
業
計
画 

会場は原っぱ（海軍広場）ではなく、
何故この場所（現計画地）なのか教え
てほしい。 

土地区画整理事業及び公園整備事業が行われる
ため、横浜市と調整して決めている。将来は公
園となるため、本博覧会のレガシーを継承しや
すいと考える。また、自然との共生を一つのテ
ーマとしており、市民の森など地域資源との連
携やアクセス性も考慮している。 

そ
の
他 

相沢川は現在すばらしい田んぼや畑が
広がっており谷戸を活かしてほしい。
これもコンクリートで固めてしまうの
か。安っぽい博覧会では海外の人を魅
了できない。素晴らしい自然を壊して
こんな安っぽいものをつくるのかと、
世界中の笑いものにならないようにし
てほしい。 

相沢川の南側は、土地区画整理事業で生物生息
空間を創出することになっており、全面がコン
クリートで固められることはないと考える。本
博覧会でも保全していくため、引き続き、横浜
市と情報共有、連携していく。 
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表 13.1-5(2) 説明会（第４回）における質疑、意見の概要及び事業者の説明 

質問者 項目 説明会における質疑、意見の概要 事業者の説明 

Ｃ そ
の
他 

相沢川の北側は暗渠化、切り回しし

て、流れを変えると聞いた。現状の谷

戸との関係はどのようになるのか。ま

た、調整池をどこに作るのか教えてほ

しい。 

相沢川の北側については、土地区画整理事業に

よって、効率的な土地利用ために暗渠化される

が、本博覧会の会場エリア内には生物生息空間

が創出されると認識している。この生物生息空

間については、本博覧会としても保全してい

く。調整池の配置や規模等については横浜市が

検討を進めている。情報は共有しているが、本

博覧会協会としては、これ以上はお答えするの

は難しい。 

そ
の
他 

博覧会協会の職員は、現地を視察して

いるのか。 

本博覧会協会の職員は現地を何度も視察してい

る。説明者自身も含め、周辺緑地や地形、相沢

川、和泉川を何度も歩いて確認している。 

そ
の
他 

水辺空間の保全、活用を図る場所に

は、現在、相沢川があり、田んぼ、畑

があるが、それをそのまま残してもら

えるか、説明者自身はどう考えるの

か。 

個人ではなく本博覧会協会としての見解として

回答させていただく。土地区画整理事業におい

て、現在の地形を生かしながら、生物生息空間

が創出されるものと認識している。 

Ｂ
（
再
質
問
） 

事
業
計
画 

アルメーレで開催されている国際園芸

博覧会では、来場者200万人を目標とし

ているが、予想を大きく下回り、無料

パスを出すなど苦戦していると報道さ

れている。横浜の博覧会で来場者数１

千万人は達成可能だと考えているの

か。 

アルメーレ国際園芸博覧会は４月半ばに始まっ

たばかりで、開催期間は10月まである。国際情

勢やコロナの影響もあると思うので、今後の動

向を注視する必要がある。本博覧会は首都圏４

千万人以上の人口を抱え、目標とする有料来場

者１千万人は十分達成できると考える。目標の

実現に向け、多くの皆様に来場していただける

よう魅力的な博覧会にしていきたい。 

Ａ 

（
再
々
質
問
） 

そ
の
他 

土地区画整理事業の説明では、相沢川

全体を暗渠にし、地下に調整池をつく

るという計画だった。現在は水辺空間

を創出する計画に変更になったので喜

んでいるが、１年で計画変更したこと

を考えると、また変更されることが心

配である。いつ時点のものが決定とな

るのか。 

土地区画整理事業において、本博覧会の会場内

に生物生息空間を創出することは、土地区画整

理事業の環境影響評価図書でも示されている。

同事業の環境影響評価の手続きは完了している

が、図書館等で閲覧できる。横浜市の事業の詳

細については、本博覧会協会からは、これ以上

はお答えできないことをご理解いただきたい。 
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13.2 方法書に対する意見書の概要及び事業者の見解 

横浜市環境影響評価条例に基づき「２０２７年国際園芸博覧会 環境影響評価方法書」

に対し、21 通の意見書（延べ意見数 38 件）が提出されました。 

意見書の概要及び事業者の見解は、表 13.2-1 に示すとおりです。なお、意見書の概要

は、個別のご意見の主旨を踏まえ、類似意見を集約したものです。 

 

表 13.2-1(1) 意見書の概要と事業者の見解 

項目 細目 意見書の概要 事業者の見解 

事
業
計
画 

全
般 

園芸博覧会の開催を希望します。 気候変動等の世界的な環境変化を踏ま
え、花と緑との関わりを通じ、持続可能
で幸福感が深まる社会の創造に寄与する
博覧会にしていきます。また、適切な環
境保全対策や来場者等の安全確保等を検
討しながら、多くの来場者に楽しんでい
ただけるような魅力的な博覧会にしてい
きます。 

にぎわいエリアを含め、自然公園と営
農地として活用することを強く求めま
す。 

本博覧会の開催後は、会場区域の大半は
横浜市の公園となると認識しておりま
す。また、横浜市が策定した土地利用基
本計画によると、土地区画整理事業対象
区域内に農業振興地区が配置されている
と認識しています。 

旧上瀬谷通信施設の広大な土地を造成
することに反対です。本博覧会は、自
然の地形を生かして開催してくださ
い。 

本博覧会は、横浜市が実施する土地区画
整理事業による造成や公園整備事業によ
る園路・植栽等の基盤整備の実施後に開
催します。本博覧会の会場整備では大幅
な土地改変は行いません。気候変動等の
世界的な環境変化を踏まえ、花と緑との
関わりを通じ、持続可能で幸福感が深ま
る社会の創造に寄与する博覧会にしてい
きます。また、適切な環境保全対策や来
場者等の安全確保等を検討しながら、多
くの来場者に楽しんでもらえるような魅
力的な博覧会にしていきます。 

上瀬谷の環境を元通りにしてくださ
い。外来植物等の持ち込み、交通渋滞
及び来場者等の密集を避けるため、本
博覧会の開催を中止してください。 

テーマに、「幸せを創る明日の風景」
とあるが、田畑を潰し川を暗渠にする
など現在の自然環境を破壊して開催す
る意味が理解出来ません。米軍基地で
あったために奇跡的に残った緑地なの
で、自然と相容れないものをつくるの
ではなく、広大な里庭などの「自然と
人間を結ぶ中継地点」にしてくださ
い。 

本博覧会が、自然景観を破壊し、借金
が残っただけになることを危惧してい
ます。オランダのアルメーレで開催中
の国際園芸博覧会については、想定来
場者を大幅に下回っているとの報道が
あり、本博覧会の運営も上手くいかな
いと考えます。予算が足りなくなった
場合や入場者が少なく赤字になった場
合には、誰が補填するのか明確にして
ください。横浜市民の税金を使わない
と約束してください。 

「令和九年に開催される国際園芸博覧会
の準備及び運営のために必要な特別措置
に関する法律」により、本博覧会協会が
本博覧会の運営主体として指定されてい
ます。有料来場者数については、過去の
博覧会の実績及び首都圏の後背人口など
から１千万人を想定しております。本博
覧会協会としては、適切な運営により、
魅力的で上瀬谷らしい博覧会にして、多
くの方にご来場いただき、ご満足いただ
けるよう努めてまいります。 
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表 13.2-1(2) 意見書の概要と事業者の見解 

項目 細目 意見書の概要 事業者の見解 

事
業
計
画 

全
般 

主要な交通手段や充分な駐車場スペー
ス、周辺の交通安全や渋滞対策を確保で
きないままで、目標とする来場者数を１
千万人とする事業計画を見直してくださ
い。静かでうるおいのある令和時代の上
瀬谷らしい博覧会にしてください。環境
に配慮をするのであれば、１千万人の来
場者の想定を破棄することを審査会とし
て提言すべきです。審査会は、市民を苦
しめるこの計画を見直すようにどうか提
言し、動植物・市民の環境のために審査
を行ってください。 

有料来場者数については、過去の博覧
会の実績及び首都圏の後背人口などか
ら１千万人を想定しております。魅力
的で上瀬谷らしい博覧会にして、多く
の方にご来場いただき、ご満足いただ
けるよう努めてまいります。また、輸
送計画については、安全を確保すると
ともに、渋滞を回避、低減できるよ
う、ハード・ソフト両面で検討を進め
ていきます。 

生
物
多
様
性
の
保
全 

来場者数が想定どおり１千万人になれ
ば、現在の自然環境に影響が生じると考
えます。 

現在の自然環境等への影響をできるだ
け回避、低減するため、適切な環境保
全対策等を検討していきます。 

絶滅危惧種の住む里山を破壊して、水路
の切り回し・暗渠化、土地の改変をする
ことに反対です。生物多様性の保全は川
の流れを変えてしまうので難しいと考え
ます。現状の草地・樹林・水辺・湿地を
減らさないようにしてください。また、
暗渠化する理由を市民が納得できるよう
に説明する義務があることを踏まえて審
議してください。 

本博覧会は、横浜市が実施する土地区
画整理事業による造成や公園整備事業
による園路・植栽等の基盤整備の実施
後に開催します。本博覧会の会場整備
では大幅な土地改変は行いません。相
沢川及び和泉川については、横浜市が
本博覧会の会場区域内に保全対象種の
生息環境を創出することになっている
と認識しています。 

植
物
計
画 

外来植物の持ち込みによる種子や付着し
た有害虫等の拡散が懸念されます。 

本博覧会協会としては、外来植物の持
ち込みによる種子や付着した有害虫等
の拡散防止に向けて、ガイドライン等
を作成して出展国等に周知を行いま
す。 

緑
の
保
全
と
創
出 

既存樹木と喪失する樹木の総数と喪失
数、区域と面積を図面で公開してくださ
い。 

本博覧会は、横浜市が実施する土地区
画整理事業による造成や公園整備事業
による園路・植栽等の基盤整備の実施
後に開催するため、既存樹木等の数に
ついては把握していません。なお、本
博覧会では、既存樹木について、横浜
市と連携・協力しながら、保全活用す
る予定です。 

輸

送

計

画 

会場に隣接した駐車場とパークアンドラ
イドの駐車場だけでは必要台数が不足し
ており、実現可能な輸送計画になってい
ないと考えます。また、環状４号線は渋
滞するので、来場車両が並ばないような
駐車場の配置にするとともに、想定以上
の来場車両に備え、十分な台数の臨時駐
車場も計画してください。 

駐車場の規模や配置等も含め、本博覧
会の輸送計画については、周辺交通へ
の影響を出来るだけ低減できるよう、
ハード・ソフト両面で検討を進めてい
きます。 

環境負荷が大きいので、駐車場を予約制
にするなど、車での来場者を制限し、駐
車場の規模も縮小すべきだと考えます。 

瀬谷駅のシャトルバスのバスターミナル
設置場所を早急に決めるべきだと考えま
す。 

瀬谷駅も含め、今後、シャトルバスの
発着場所やルート等を選定していきま
す。 
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表 13.2-1(3) 意見書の概要と事業者の見解 

項目 細目 意見書の概要 事業者の見解 

事
業
計
画 

輸
送
計
画 

高速道路のインターチェンジを新設す
る場合は、パークアンドライドを中止
するべきだと考えます。入場者数も現
実的なレベルに見直し、鉄道駅からの
シャトルバスを制限するべきだと考え
ます。駐車場やシャトルバスの利用が
少ない場合は、赤字となって市民が負
担することになるので、輸送計画を見
直すべきだと考えます。 

新たなインターチェンジについては、
市がこれから検討に着手すると聞いて
おり、現時点では本博覧会の輸送計画
では想定していません。輸送計画は、
現在、検討を進めており、駐車場につ
いては、必要な規模や配置等を踏まえ
た検討を行います。シャトルバスにつ
いては、定時性や速達性等を考慮し、
また、必要な輸送力を整理し、ルート
や本数等を選定していきます。 

輸送計画については、現在の瀬谷駅の
インフラでは対応が困難であり、パー
クアンドライドも対策として古い発想
であると考えます。 

パークアンドライドも含め来場者を円
滑に輸送できるよう、本博覧会の輸送
計画について検討を進めています。駐
車場を設置する際には、必要に応じて
周辺自治体など関係機関と調整すると
ともに、周辺の皆様にご理解が得られ
るよう努めてまいります。 

環状４号線など東西方向の路線を通行
止めに出来ないので、パークアンドラ
イドの実施に伴う渋滞が発生して、周
辺環境への影響が生じると考えていま
す。 

パークアンドライド駐車場について
は、本博覧会会場までの交通混雑や環
境の変化を全く調査しておらず、杜撰
な調査のままで駐車場の場所を決定す
ると予想外の事故や渋滞を招くことに
なると考えます。また、駐車場を設置
する場合は、説明会を開催するなど周
辺住民の了解を得るべきだと考えま
す。説明会ではパークアンドライドの
駐車場を泉区の深谷通信所跡地に設置
したらどうかというご意見があったよ
うですが、北方には始終混雑している
立場交差点があるので、深谷通信所跡
地には駐車場を設置しないでくださ
い。 

パークアンドライドの駐車場について
は、本博覧会会場の 10km 圏内に設置を
検討していると聞いていますが、町田
市など周辺自治体との調整状況につい
て教えてください。 

交通安全について、大和市など本博覧
会会場の周辺自治体と早急に調整して
ください。 

本博覧会の交通安全については、輸送
計画を検討するなかで、必要に応じて
関係機関とも調整してまいります。 
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表 13.2-1(4) 意見書の概要と事業者の見解 

項目 細目 意見書の概要 事業者の見解 

環
境
影
響
評
価 

全
般 

「２０２７年国際園芸博覧会環境影響
評価方法書」となっていますが、周辺
も開発し、博覧会後は横浜市の公園に
なるのであれば、上瀬谷(米軍通信施設
跡を含む)全体の環境影響評価として実
施すべきだと考えます。土地区画整理
事業の環境影響評価において審議が不
十分な点について、審査委員と市民に
わかりやすく資料を公開してくださ
い。 

本博覧会は、横浜市環境影響評価条例
の対象事業に該当することから、同条
例に基づいて環境影響評価を実施する
ものです。横浜市による土地区画整理
事業及び公園整備事業については、関
係法令等に基づき、別途、環境影響評
価を実施しています。なお、本博覧会
における環境影響評価では、土地区画
整理事業及び公園整備事業による複合
的な影響も踏まえ、予測評価すること
になります。 

横浜市の緑被率は低下しており、緑の
減少は CO2の増加や異常気象の要因であ
ることを踏まえ、環境影響評価を実施
してください。 

本博覧会会場においては、グリーンイ
ンフラを活用し、緑のネットワークや
水の循環等を考慮した、新たな緑の創
出を図ります。また、本博覧会では既
存樹木については、横浜市と連携・協
力しながら保全活用する予定です。こ
れらのことを踏まえ、本博覧会の環境
影響評価を実施します。 

横浜市と本博覧会協会との関係や使わ
れている用語、説明会の動画など、本
博覧会の環境影響評価手続きや説明が
分かりづらいので改善してください。 

本博覧会の環境影響評価手続きについ
ては、本博覧会協会の設立により、横
浜市から本博覧会協会に事業承継して
います。準備書では専門用語の解説を
記載するなど、本博覧会の環境影響評
価手続きが分かりやすくなるよう努め
ていきます。 

地
域
社
会 

新交通システムの計画が頓挫した影響
で、土地区画整理事業の環境影響評価
時とは環境影響評価の前提条件が変わ
ったと考えます。 

本博覧会の環境影響評価については、
新交通システムを利用しないことを前
提に予測評価を行います。 

相沢地区や東野地区などを通過する来
場車両を考慮しておらず、交通混雑や
歩行者の安全について、調査地点が少
な過ぎると考えます。 

本博覧会の環境影響評価方法書では、
会場周辺の主要な交差点等を調査・予
測地点として選定しており、交通混雑
や歩行者の安全について予測評価でき
ると考えています。 

生
物
多
様
性
の
保
全 

多種多様な動植物が生息する上瀬谷を
次の世代に残したいと考えています。
自然が壊されることの評価も行うべき
であると考えます。 

本博覧会の環境影響評価では、植物な
ど生物多様性について環境影響評価項
目として選定し、準備書において予測
評価することにしています。植物など
生物多様性への影響をできるだけ回
避、低減するため、適切な環境保全対
策等を検討していきます。 

オオアカバナなどの貴重な植物の生育
地であることを無視し、人工的な自然
にしようとしていると考えます。ま
た、成功しない場合もあるため、移植
さえすれば良い訳ではないと考えま
す。 

大
気
質
、
騒

音
、
振
動
、
地

輸送計画における大気汚染に関する負
荷について、具体的な数値を示してく
ださい。また、騒音と渋滞と振動に対
してちゃんと説明がありませんでし
た。しっかり生活環境を保全してくだ
さい。 

大気質、騒音、振動については、数値
を含め準備書で予測評価します。ま
た、輸送計画については、安全を確保
するとともに、渋滞を回避、低減でき
るよう、ハード・ソフト両面で検討を
進めていきます。 
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表 13.2-1(5) 意見書の概要と事業者の見解 

項目 細目 意見書の概要 事業者の見解 

環
境
影
響
評
価 

大
気
質 

旧上瀬谷通信施設は横浜のオアシスの

ような環境ですが、方法書に気温に関

する記載がないため、博覧会の実施

前、実施中、実施後の測定が必要であ

ると考えます。 

本博覧会において大幅な気温の変化を及

ぼす行為等は行わないため、環境影響評

価項目としていません。なお、本博覧会

では横浜市環境影響評価条例等にもとづ

く配慮事項として、グリーンインフラの

実装などにより、ヒートアイランド現象

の緩和に努めることとしています。 

水
環
境 

環境影響評価を行うにあたっては、水

環境を完全に把握し、水量、面積等を

公開して、市民が納得できるように説

明してください。 

水環境については、湧水の流量、河川の

流量について環境影響評価項目として選

定し、予測、評価することとしていま

す。 

土
壌
汚
染 

本博覧会会場の周辺では土壌汚染物質

が検出されており、対策がどうなるの

か早く示してください。環境影響評価

項目に土壌汚染を選定すべきです。ま

た、旧上瀬谷通信施設全体の調査結果

が明らかになっておらず、検出された

フッ素の形や旧日本軍が保管していた

毒ガスについても確認がとれていない

と考えています。また、土壌汚染や毒

ガスが新たに発見された場合には、誰

の責任で解決するのか明確にしてくだ

さい。 

土壌汚染については、横浜市が土地区画

整理事業において適切に対応することに

なっていると認識しています。また、本

博覧会協会としては、毒ガス弾が埋めら

れていたという事実は把握していませ

ん。なお、本博覧会の会場整備では大幅

な土地改変はしませんが、何か対策等が

必要になった場合には、法令等に基づき

適切に対応していきたいと考えていま

す。 

そ
の
他 

関
連
事
業 

土地区画整理の環境影響評価書では、

「草地の喪失は全体の４割、水辺・湿

地は２割の喪失」となっていますが、

わからないので博覧会の環境影響評価

の資料として区域と面積を図面で公開

してください。 

本博覧会は、横浜市が実施する土地区画

整理事業による造成や公園整備事業によ

る園路・植栽等の基盤整備の実施後に開

催します。本博覧会の会場整備では大幅

な土地改変は行いません。 

なお、横浜市が実施する土地区画整理事

業の環境影響評価手続きについては、土

地区画整理事業の環境影響評価手続のホ

ームページなどでご確認ください。 

公園整備事業の対象区域が増えること

により、樹林、草地、水辺・湿地の喪

失面積が土地区画整理の環境影響評価

書より減る場合は、変更前との相違に

ついて面積や場所を公開してくださ

い。 

公園整備事業については、別途、横浜市

が環境影響評価手続きを進めています。

ご意見があったことは横浜市にお伝えし

ます。 

右折車両が多いため朝の渋滞が著しい

ので、環状４号線の中瀬谷消防署から

20m 北の交差点に右折車線を増設して

ください。また、現状ではクランク状

になっている交差点を十字路に改良し

てください。 

環状４号線の交差点の改良については、

横浜市の土地区画整理事業での対応とな

ります。ご意見があったことは横浜市に

お伝えします。なお、クランク状になっ

ている交差点については、十字路になる

と聞いています。 

県道瀬谷柏尾線は瀬谷中学校の通学路

となっているが、歩道がなくて非常に

危険であるため、土地区画整理事業の

実施区域内の北側に中学校を新設して

ください。 

土地区画整理事業実施区域内への中学校

新設について、ご意見があったことは横

浜市にお伝えします。 
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表 13.2-1(6) 意見書の概要と事業者の見解 

項目 細目 意見書の概要 事業者の見解 

そ
の
他 

関
連
事
業 

博覧会会場エリアのうち、開催後公園

となる区域の盛土・切土、調整池の場

所、相沢川の開渠部等について公開し

てください。 

公園整備事業については、別途、横浜市

が環境影響評価手続きを進めています。

本博覧会は、横浜市が実施する土地区画

整理事業による造成や公園整備事業によ

る園路・植栽等の基盤整備の実施後に開

催します。本博覧会の会場整備では大幅

な土地改変はしません。なお、調整池と

相沢川の整備については、横浜市が実施

するため、土地区画整理事業の環境影響

評価手続のホームページなどでご確認く

ださい。 

環状４号線の桜並木を伐採しないでく

ださい。 

環状４号線の桜並木については、老木化

が進んでいるため、本博覧会や新たなま

ちづくりをきっかけとして、自然との調

和を次の世代につなげていくという考え

方から、この機会に桜をしっかりと再生

していく必要があると聞いています。ご

意見があったことは横浜市にお伝えしま

す。 

テーマパークの誘致はやめてくださ

い。コロナ禍を経験して、一極集中的

に人を集めることの不自然さや危険性

を再確認しました。 

テーマパークの誘致については、横浜市

が実施する土地区画整理事業の中で、地

権者の皆様による協議会が検討を進めて

いると認識しています。ご意見があった

ことは横浜市にお伝えします。 
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13.3 方法市長意見書に記載された市長の意見及び事業者の見解 

本事業の方法書に対し、横浜市環境影響評価条例第 21 条第１項に規定する環境の保全

の見地からの方法市長意見書の送付を令和４年 10 月 31 日に受けました。 

方法市長意見書の縦覧期間、縦覧対象区及び縦覧場所は、表 13.3-1 に示すとおりです。

また、方法市長意見及び事業者の見解は、表 13.3-2 に示すとおりです。 

 

表 13.3-1 方法市長意見書の縦覧期間及び縦覧場所 

縦覧期間 令和４年 11月15日から令和４年 12月14日まで 

縦覧対象区 旭区、瀬谷区 

縦覧場所 
環境創造局環境影響評価課、 

旭区役所区政推進課広報相談係、瀬谷区役所区政推進課広報相談係 

 

表 13.3-2（1） 方法市長意見書の内容及び事業者の見解 

項目 意見の内容 事業者の見解 

１ 
事
業
計
画 

（1）方法書提出後に基本計画案を公表
し、今後基本計画を取りまとめる予定で
あることから、準備書には最新の会場配
置計画等を示すとともに、駐車場の形状
や土地被覆の性状など具体的な整備内容
を示してください。 

令和５年１月に公表された「２０２７年国際
園芸博覧会基本計画」及び駐車場などの計画
の進捗に伴い深度化した内容を反映し、最新
の会場配置計画等として準備書に記載しまし
た（第２章「②会場区域を構成する施設等」
p.2-15～19）。 
また、駐車場の形状や透水性舗装・植栽等に
よる緑化など、土地被覆の性状など具体的な
整備内容を記載しました（第２章「(3)駐車
場、(4)バスターミナル」p.2-25～27）。 

（2）本事業における整備に当たっては
旧上瀬谷通信施設地区土地区画整理事業
と（仮称）旧上瀬谷通信施設公園整備事
業（以下「公園整備事業」という。）が
密接に関連することから、それらの事業
と整合を図り、各事業の整備内容や博覧
会の開催後に撤去する施設と公園整備事
業に継承する施設が何かを具体的に分か
りやすく準備書に記載してください。 

本事業における整備に当たっては、関連事業
と整合を図り、各事業の整備内容や博覧会の
開催後に撤去する施設と公園整備事業に継承
する園路や植栽等の施設について記載しまし
た（第２章「図 2-6、図 2-7、(5)インフラ計
画、2.3.6 レガシー計画」p.2-19、p.2-22、
p.2-28、p.2-40）。 

（3）交通分担率やシャトルバス発着
駅、パークアンドライド駐車場の場所、
関係車両の走行経路、方向別交通量な
ど、輸送計画の詳細を準備書に記載して
ください。 

交通分担率やシャトルバス発着駅、現在想定
している横浜青葉インターチェンジ付近のパ
ークアンドライド駐車場の場所、関係車両の
走行経路、方向別交通量について記載しまし
た（第２章「表 2-9、図 2-11～図 2-19」p.2-
30～35）。 

（4）SDGs 目標期間内の開催でもあり、
環境への取組を国内外へ発信する場とも
なることから、国産材の活用や ZEB 認
証、ZEB-Ready 認証取得などの取組も検
討し、より一層の環境配慮に努めてくだ
さい。 
なお、目標としている電力を 100%再生
可能エネルギーとする具体的な内容を準
備書に記載してください。 

国産材の活用などの環境配慮事項に加え、よ
り一層の配慮に向け、AIPH の規則等に基づく
サステナビリティ戦略等を策定することにつ
いて記載しました。 
また、「エネルギーの地産地消」や太陽光発電
システムの活用による「創エネ」の導入な
ど、電力を 100％再生可能エネルギーとする
内容について、記載しました（第２章「(1)基
本的事項①開催概要、イ．建築物、(4)エネル
ギー」p.2-12、p.2-16、p.2-38）。 

注：事業者の見解に記載した参照ページは、準備書の該当ページを示します。 
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表 13.3-2（2） 方法市長意見書の内容及び事業者の見解 

項目 意見の内容 事業者の見解 

２ 

環
境
影
響
評
価
項
目 

（1）
開
催
中 

ア 

温
室
効
果
ガ
ス 

灌水や散水に多くの水を使用す

ることから、水の使用に伴う温

室効果ガス排出量について算定

するとともに、積極的な雨水利

用に努めてください。 

水の使用に伴う温室効果ガス排出量に

ついて、参考値として算定しました

（第６章「6.1 温室効果ガス」p.6.1-

36～37）。また、雨水貯留タンクを設

置し、灌水や散水に活用するなど積極

的な雨水利用に努めます。（第６章

「6.1 温室効果ガス」p.6.1-36）。 

イ 

生
物
多
様
性 

北東に大規模な駐車場を造る計

画であることから、動物、植

物、生態系に及ぼす影響を予

測、評価する際は、駐車場の形

状や土地被覆の性状を踏まえて

ください。 

動物、植物、生態系に及ぼす影響を予

測、評価する際には、駐車場等の配置

や形状、透水性舗装等の土地被覆の性

状を踏まえて実施しました（第６章

「6.2 生物多様性（動物）」p.6.2-

115、p.6.2-124、「6.3 生物多様性

（植物）」p.6.3-38、p.6.3-41、「6.4

「生物多様性（生態系）」p.6.4-21、

p.6.4-25～26）。 

ウ 

水
循
環 

北東の大規模な駐車場区域が堀

谷戸川上流部の集水域に位置

し、駐車場の土地被覆の変化に

よる河川の流量への影響が想定

されることから、環境影響評価

項目として選定してください。 

環境影響要因「開催中の会場施設等の

存在」に係る環境影響評価項目として

「水循環（河川の流量）」を選定しま

した（第５章 p.5-2、p.5-6）。 

なお、計画の深度化に伴い、駐車場・

バスターミナルは会場区域の北西側に

配置しました。 

エ 
地
域
社
会 

（ｱ）パークアンドライドは交通

集中の回避に寄与する一方、パ

ークアンドライド駐車場周辺に

おける交通混雑の発生が懸念さ

れることから、交通分担率等を

踏まえた上で、周辺の交通混雑

について調査、予測、評価して

ください。 

交通分担率等を踏まえた上で、現在想

定している横浜青葉インターチェンジ

付近のパークアンドライド駐車場周辺

の交通混雑について調査、予測、評価

しました（第６章「6.10 地域社会」

p.6.10-69～73）。また、現在想定し

ているパークアンドライド駐車場も含

め、パークアンドライド駐車場周辺の

主要な交差点については、事後調査を

実施します（第 8 章 p.8-5）。 

 

（ｲ）鉄道からシャトルバスへの

乗換えを行う結節点では、輸送

力の違いによる来場者の滞留が

想定されることから、周辺住民

等の駅利用への影響について準

備書に記載してください。 

鉄道からのシャトルバスへの乗換えを

行う結節点における周辺住民等の駅利

用への影響について記載しました（第

６章「6.10 地域社会」p.6.10-65～

66、p.6.10-76）。 

  

 

（ｳ）来場者がバスターミナルか

ら環状４号線を横断する方法及び

会場区域内を縦断する区域内道路

１号を横断する方法について、準

備書に記載してください。 

なお、横断方法が平面の場合に

は歩行者の安全上の配慮につい

て検討するとともに、交通混雑

等の予測、評価においても考慮

してください。 

環状４号線の横断方法（平面）や歩行

者の安全上の配慮及び区画１号線は開

催時には一般車両の通行を行わないこ

とについて記載するとともに、これら

の事項を交通混雑等の予測、評価にお

いて考慮しました（第６章「6.10 地

域社会」p.6.10-68、p.6.10-76）。 

注：事業者の見解に記載した参照ページは、準備書の該当ページを示します。  
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表 13.3-2（3） 方法市長意見書の内容及び事業者の見解 

項目 意見の内容 事業者の見解 

２

環

境

影

響

評

価

項

目 

(1)
開
催
中 

エ 

地
域
社
会 

（ｴ）博覧会の開催期間中は、対

象事業実施区域周辺の道路にお

いて信号設定等の交通制御に大

きな変更が想定されることか

ら、それらを考慮して予測、評

価してください。 

博覧会の開催期間中の信号設定等の交

通制御を考慮して予測、評価しました

（第６章「6.10 地域社会」p.6.10-1

～76）。 

オ 

景
観 

相沢川の保全対象種の生息環境

や北東の駐車場区域が把握でき

る調査地点を追加し、市民の森

だけでなくその他の樹林や農地

等を構成要素とする景観の変化

について予測、評価してくださ

い。 

相沢川の保全対象種の生息・生育環境

の景観が把握できる調査地点として

「地点 28、30」を、駐車場等の区域

の景観が把握できる調査地点として

「地点 31、32、33」を追加し、市民

の森だけでなくその他の樹林や農地等

を構成要素とする景観の変化について

予測、評価を行いました（第６章

「6.11 景観」p.6.11-28～33）。 

なお、計画の深度化に伴い、駐車場・

バスターミナルは会場区域の北西側に

配置しました。 

注：事業者の見解に記載した参照ページは、準備書の該当ページを示します。 
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13.4 事業内容等修正届出書に係る附帯意見の内容及び事業者の見解 

対象事業実施区域の拡張を踏まえて令和５年３月７日に提出した事業内容等修正届出書

に対して環境影響評価審査会から附帯意見がありました。 

附帯意見の内容及び事業者の見解は、表 13.4-1 に示すとおりです。 

 

表 13.4-1(1) 事業内容等修正届出書に係る附帯意見の内容及び事業者の見解 

項目 附帯意見の内容 事業者の見解 
１ 

事
業
計
画 

(1) 駐車場等について、配置、規模、

形状や土地被覆の性状など具体的

な整備内容を示すこと。また、現

在想定しているパークアンドライ

ド駐車場の位置や収容台数につい

ても示すこと。 

駐車場等について、配置、規模、形状や

土地被覆の性状など、透水性舗装・植栽

等による緑化などの具体的な整備内容を

記載しました（第２章「2.3.2 対象事業

の計画 (3)駐車場」p.2-25～27）。ま

た、現在想定しているパークアンドライ

ド駐車場の位置や収容台数について記載

しました（第２章「2.3.3 輸送計画 (5)

交通混雑緩和策（駐車場の効率的な運

用）」p.2-35）。 

(2) 駐車場等の収容台数について、根

拠となる時間別の交通需要や滞在

者数を示すなど、設定の考え方を

明らかにすること。なお、設定に

あたって参考とした過去の事例と

新事業計画の類似性を示すこと。

また、駐車場等を円滑に運用する

ため、博覧会入場時刻の指定、公

共交通機関やパークアンドライド

駐車場への誘導などの方策を検討

すること。 

駐車場の収容台数について、設定の考え

方及び過去の事例との類似性について記

載しました（第２章「2.3.2 対象事業の

計画 (3)駐車場」p.2-25）。また、駐車

場等を円滑に運用するための方策につい

て記載しました（第２章「2.3.2 対象事

業の計画(3)駐車場」p.2-25、2.3.3 輸送

計画 p.2-29～35）。 

(3) 輸送計画について、自家用車、団

体バス、シャトルバスといった輸

送手段別に、走行台数、走行ルー

ト、駐車場等における駐車エリ

ア、収容台数、出入口の位置など

を示すこと。 

輸送計画について、自家用車、団体バ

ス、シャトルバスといった輸送手段別

に、走行台数（第２章「2.3.3 輸送計

画」表 2-10 p.2-30）、走行ルート（第

２章「2.3.3 輸送計画」図 2-11～2-18 

p.2-30～34）、駐車場等における駐車エ

リア（第２章「2.3.2 対象事業の計画 

(3)駐車場」図 2-9(2) p.2-27）、収容台

数（第２章「2.3.2 対象事業の計画 (3)

駐車場」表 2-7 p.2-25）、出入口の位置

（第２章「.3.2 対象事業の計画 (3)駐車

場」図 2-9(2) p.2-27）を記載しまし

た。 

(4) 駐車場等の整備により、土地被覆

の人工化が広範囲に及ぶと想定さ

れることから、駐車場等の緑化を

積極的に検討すること。 

駐車場等の積極的な緑化について検討

し、その内容について記載しました（第

２章「2.3.2 対象事業の計画 (3)駐車

場」p.2-25）。 

注：事業者の見解に記載した参照ページは、準備書の該当ページを示します。 
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表 13.4-1(2) 事業内容等修正届出書に係る附帯意見の内容及び事業者の見解 

項目 附帯意見の内容 事業者の見解 
２ 

環
境
影
響
評
価
項
目 

(1)
生
物
多
様
性 

動物、植物、生態系に及ぼす影響

を予測、評価する際は、駐車場等

の配置や形状、土地被覆の性状を

踏まえること。 

動物、植物、生態系に及ぼす影響を予

測、評価する際には、駐車場等の配置や

形状、透水性舗装等の土地被覆の性状を

踏まえて実施しました（第６章「6.2 生

物多様性（動物）」p.6.2-115、p.6.2-

124、「6.3 生物多様性（植物）」p.6.3-

38、p.6.3-41、「6.4「生物多様性（生態

系）」p.6.4-21、p.6.4-25～26）。 

(2)
水
循
環 

検討エリアが大門川及び相沢川の

流域にもかかり、土地被覆の変化

による河川の流量への影響が想定

されることから、堀谷戸川に加え

て、これらの河川についても調

査、予測、評価すること。 

駐車場等の整備に伴う土地被覆の変化に

よる流量への影響が想定される河川につ

いて、調査、予測、評価しました。（第６

章「6.5 水循環 6.5.3 予測」p.6.5-19～

24） 

 

(3)
地
域
社
会 

駐車場等の出入ロにおける交通混

雑の発生が懸念されることから、

過去の類似事例の実績を参考に時

間帯別の入場、退場台数を推定

し、それらが最大となる時間帯に

おける駐車場等の出入口に起因す

る車両の滞留がどの程度発生する

か予測、評価すること。併せて、

その予測結果も踏まえて周辺道路

の交通混雑を予測、評価するこ

と。 

過去の類似事例を参考に、ピーク時にお

ける駐車場等の出入口に起因する車両の

滞留について予測、評価しました。 

併せて、駐車場出入口に近い周辺道路の

交通混雑を予測、評価しました（第６章

「6.10 地域社会 6.10.3 予測」p.6.10-

64）。 

 

(4)
景
観 

拡張する駐車場等において、ゾー

ニングで示した相沢川周辺の区域

における景観の変化を把握するた

め、調査地点を追加すること。 

相沢川周辺の区域における景観の変化を

把握するため、調査地点（地点 34）を追

加しました。（第６章「6.11 景観 6.11.1

調査 表 6.11-1(1)主要な眺望地点、景

観資源及び囲繞景観」p.6.11-5） 

なお、計画の深度化に伴い、駐車場・バ

スターミナルは会場区域の北西側に配置

しました。 

注：事業者の見解に記載した参照ページは、準備書の該当ページを示します。 

 




